
畑野町の人口 （1月 1日調べ） 

人 口 1962人 男 974人 

女 988人 

世帯数 1005世帯 
はたの 
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西
部
地
区
合
同
人
権
研
修
会
を
開
催
し
ま
す 

既
に
、
組
回
覧
の
チ
ラ
シ
で
ご
承
知
願
っ
て
い
る
か
と

存
じ
ま
す
が
、
西
部
地
区
同
和
教
育
推
進
協
議
会
主
催

に
よ
る
人
権
研
修
会
を
二
月
二
十
三
日
（
土
）
の
午
後

に
開
催
し
ま
す
。 

「
人
権
」
と
い
う
と
、
な
に
か
と
難
し
く
と
捉
え
が
ち

で
す
が
、
貧
困
や
格
差
の
拡
大
に
伴
う
問
題
、
社
会
的

に
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
の

あ
る
人
へ
の
虐
待
や
差
別
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
悪
用
し

た
犯
罪
や
人
権
侵
害
な
ど
の
事
例
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。 

現
在
、
差
別
解
消
法
な
ど
の
法
整
備
が
進
み
、
新
し
い

制
度
や
枠
組
み
の
中
で
、
人
権
と
平
和
が
根
付
く
社
会

づ
く
り
を
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
本
町
が
目
指
す
「
山
里
に
笑
顔
あ
ふ
れ

る 

畑
野
町
」
を
築
く
た
め
に
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

日
常
生
活
の
中
で
人
権
を
意
識
化
し
て
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
、
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
歩
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

一
年
に
一
度
の
研
修
会
で
す
。 

各
種
組
織
の
リ
ー
ダ

ー
の
方
に
は
個
別
に
案
内
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

〇
開
催
日
時 

二
月
二
十
三
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で 

〇
開
催
場
所 

京
都
・
烟
河 

多
目
的
ホ
ー
ル 

〇
対
象
者 

 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

〇
研
修
内
容 

講
演 

「
激
変
す
る
社
会
と
人
権
」 

 
 
 
 
 
 

講
師 

 

北
口
末
広
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
近
畿
大
学
主
任
教
授
） 

顧
問
の
奥
野
正
三
さ
ん 

が
市
議
会
議
員
に
再
選 

 

去
る
一
月
二
十
七
日
に
執
行
さ
れ
た
亀
岡
市
議
会
議

員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
現
在
畑
野
町
自
治
会
の
顧
問

に
就
任
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
奥
野
正
三
さ
ん
」
が
、

み
ご
と
に
再
選
を
果
た
さ
れ
、
第
十
七
期
亀
岡
市
議
会

議
員
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

奥
野
議
員
に
は
、
継
続
し
て
自
治
会
顧
問
に
就
任
い
た

だ
き
、
畑
野
町
や
西
部
地
区
の
諸
課
題
解
決
に
向
け
、

亀
岡
市
行
政
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き

た
く
考
え
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
昨
夏
の
災
害
復
旧
工
事
が
こ
れ
か
ら
進
め
ら
れ

て
い
き
ま
す
が
、
畑
野
の
ま
ち
に
安
全
が
早
期
に
取
り

戻
せ
る
よ
う 

奥
野
議
員
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

春
の
火
災
予
防
運
動 

 

春
の
暖
か
さ
と
と
も
に 

空
気
が
乾
燥
し
て
、
火
災
の

多
発
期
を
迎
え
る 

三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
、
全
国
春
季
火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。 

 

特
に
、
屋
外
で
火
を
取
り
扱
う
と
き
に
は
、
急
な
突
風

で
燃
え
広
が
っ
た
り
、
春
の
日
差
し
で
炎
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
林
野
火
災
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

『
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
か
た
ち
に 

習
慣
に
』 

『
小
さ
な
火 

大
き
な
森
を 

破
壊
す
る
』 

豪
雨
被
災
の
復
旧
工
事
を
推
進 

 

昨
年
の
七
月
豪
雨
で
土
石
流
が
発
生
し
た
広
野
閉
亀

の
山
林
に
砂
防
堰
堤
（
ダ
ム
）
を
整
備
し
て
被
害
軽
減

を
図
る
べ
く
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
測

量
・
土
質
調
査
、
工
事
設
計
等
が
進
ん
で
き
ま
し
た
の

で
、
近
く
関
係
す
る
方
々
へ
の
事
業
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。 

 

開
催
時
期
等
は
未
定
で
す
が
、
追
っ
て
区
長
を
通
じ
て

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
説
明
に
参
加
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
関
心
を
も
っ
て
工
事
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

水
道
委
員
会
総
会
を
開
催
し
ま
す 

平
成
二
十
一
年
の
水
道
事
業
実
施
決
定
か
ら
十
年
。 

そ
の
間
、
当
町
の
水
道
事
業
推
進
に
大
変
な
ご
苦
労
を

い
た
だ
い
て
き
た
水
道
委
員
会
（
事
業
の
進
捗
に
応
じ

て
水
道
運
営
管
理
委
員
会
、
水
道
負
担
金
回
収
委
員
会

に
改
称
）
を
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
事
業
清
算
し
て
解

散
す
る
べ
く
処
理
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

町
内
九
百
四
十
二
件
の
給
水
を
成
し
遂
げ
た
、
歴
史
に

も
残
る
ビ
ッ
グ
な
事
業
で
し
た
が
、
こ
の
事
業
が
あ
っ

た
お
か
げ
で 

昨
夏
の
災
害
や
停
電
の
時
に
も
、
水
を
心

配
す
る
こ
と
も
な
く
、
通
常
の
生
活
が
で
き
た
こ
と
を

喜
び 

感
謝
し
た
い
も
の
で
す
。 

既
に
案
内
が
届
い
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
三
月

三
日
（
日
）
に
水
道
事
業
の
経
理
を
清
算
し
て
、
解
散

す
る
こ
と
を
決
め
る
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
本

人
出
席
（
若
し
く
は
委
任
状
出
席
）
を
し
て
清
算
に
対

す
る
意
思
表
示
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〇
開
催
日
時 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
三
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

   

午
後
二
時
か
ら 

〇
開
催
場
所 

 
 

畑
野
小
学
校 

体
育
館 

〇
審
議
内
容 

 
 

活
動
報
告
及
び
会
計
報
告 

 
 

一
号
議
案  

未
納
処
理
決
議 

 
 

二
号
議
案 

清
算
案
決
議 

〇
問
い
合
わ
せ 

 
 

水
道
負
担
金
回
収
委
員
会
（
畑
野
町
公
民
館
内
） 

 
 

電

話 
 

二
〇
ー
一
二
六
三 

メ
ー
ル 

 hatanoune@nike.eonet.ne.jp
 

当
面
の
行
事
予
定 

 

二
月
二
三
日(

土) 
 

西
部
同
推
協 

全
体
研
修
会 

 

三
月 

一
日(

金)

～
七
日 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動 

三
月 

三
日(

日) 
 

水
道
委
員
会
総
会 

三
月 

九
日(

土)  

自
治
会
常
任
委
員
会 

  

お待ちして

いま～す！ 

 


